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ごあいさつ  

愛されている  

2024 年元日、日本では能登 

半島の地震が発生しました。被 

災地への支援が求められている 

今、クリスチャンにできることは何 

でしょうか？それは被災した方々

の 心身の癒しを祈り、その方々

が、ひとりではなく、確かにイエスに

愛されていると伝えることです。私

たちは、苦しむ方々と、イエスの

愛を、様々な形で分かち合うこと

ができます。ぜひ、愛を伝える支

援方法を見つけ、実行しましょう。 

 

伝道活動  

感謝のことば  

ピープルズバイブル『出エジプト

記』では、エジプトで数百年間の

奴隷生活に苦しんでいたイスラエ

ル人を、神が驚くべき方法で救っ

た物語の解説を読むことができま

す。また本書では、救い主イエス

を中心に置きながら、神がイスラ

エル人と契約を結び、力強いみ

手によって、民を守り導いた歴史

を学ぶことができます。翻訳文の

校正に協力してくださっているボラ

ンティアの皆様に感謝するととも

に、主の栄光をほめ讃えます。 

 

  

 

  

 

 

ご報告 

読み聞かせ活動 

おやこジョイクラブは来月で活動開

始から 2周年を迎えます。活動の試

行錯誤を重ねながら、今後も引き続

き、東久留米近郊を中心とした 0－

3歳児向けの読み聞かせ活動を続け

てまいります。新年は次の聖句をテー

マにします。「【主】を待ち望む者は新

しく力を得、鷲（わし）のように翼を

かって上ることができる。走ってもたゆ

まず、歩いても疲れない。」（イザヤ

40:31）。次回の東久留米市中央

図書館の「ひよこ会」でのボランティア

は 1月 22日(月)11:00～を予定

しています。 

  

今月のみことば 

 ことばは人となって、私たちの間に住まわれた。 

私たちはこの方の栄光を見た。 

ヨハネ 1章 14節 
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讃美歌翻訳  

イェス！すばらしい愛のお名前 Jesus! Name of Wonderous Love（CW 76） 

１ イェス！すばらしい 

あいのおなまえ 

みまえに出れば 

みなひざまずく 

  

 

 

２ イェス！かみこそが 

きめたおなまえ 

おとめマリヤに 

てんしはつげる 

 

３ イェス！しあわせを 

しめすおなまえ 

やくそくどおり 

いのちくださる 

 ４ イェス！てんのおう 

ただひとりの主 

しのなわをとく 

われらのすくい 

 

  

 フィンランドで 2021年に起きた民族扇動罪の告発事件が、信教の自由の問題に発展しました。結婚と性

についての聖書的な教えを説いたことで、フィンランド当局が、フィンランドのルーテル教会のユハナ・ポホヨラ牧師

と、フィンランド議会のパイヴィ・ラサネン博士を告発したのです。これに対し、国際的なルーテル教会のリーダー

たちは正式な抗議の文書を送りました。結果的に裁判は、2023年に告発がすべて棄却されました。しかし、

2024年の最高裁判所への上告の可能性がまだ残っています。 

 実際のところ、フィンランドだけでなく、イギリスやカナダなどでもキリスト教牧師に対する同様の訴訟が行われて

おり、アメリカの一部の州でも「ヘイトスピーチ対策法」が採用されているため、同様の問題が発生する可能性

があることを示しています。 

 信教の自由は、民主主義国家において守られるべき重要な権利であり、私たちはこれを大切にすべきです。

それは、神のみことばを教える自由を含みます。私たちクリスチャンは、信教の自由を使って聖書の真理を話

し、どのような時にも「私たちは、自分の見たこと、また聞いたことを、話さないわけにはいきません。」（使徒

4:20）と言う心構えが必要です。                       Mark G. Schroeder｜WELS President  

                        Forward In Christ（FIC）2024年 1月号WELS代表牧師のメッセージ要約  

キリスト教徒の自由を実践するには、他者への配慮と無私の心が必要です。過去数ヶ月間、私はゲスト説

教者として様々な会衆でこの自由を経験し、服装の慣習の違いに適応することの大切さを学びました。例えば、

ある会場では牧師用のガウンの着用を求められ、別の会場ではスーツとネクタイが求められました。このように、

私たちはそれぞれ独自の特徴を持っており、伝道活動や聖書の学び方も様々です。単一の方法では聖書の

メッセージは伝わらず、多様性が必要なのです。「キリストにある自由」シリーズでは、教会と会衆の様々な取り

組みを紹介し、読者がキリスト教徒の自由について深く考え、より熱心に主をほめたたえ、隣人に広く仕える方

法を見つけることを願っています。                                                          James Pope｜FIC Editor 

                                            Forward In Christ（FIC）2024 年 1 月号 ジェームズ・ポープ | FIC 編集者 

 

 

 

James Pope｜FIC Editor Forward In Christ（FIC）2024年 1月号 FIC編集長メッセージ要約 

Kaori E.翻訳 2024.1 

 

クリスチャンの自由を実践する 

信教の自由を当たり前と思わない 

2024 年から FIC の雑誌で特集される「キリストにある自由」シリーズでは、WELS 会衆による

多様な聖書伝道の取り組みを紹介します。このシリーズは、個人が信仰をどのように実践して

いるかに焦点を当て、比較や正誤の判断は意図していません。新約聖書に基づくキリスト教

徒の自由は、旧約聖書時代のイスラエル人の規制された生活とは違い、多様性を認めます。 

5 イェス！すばらしい 

み子のおなまえ 

しんじるこころ 

いまねがいます 

  


